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〜偉人の言葉〜 

『偉大な発見や改革には、常に

多くの人の知性による協力が

不可欠である。』 

グラハム・ベル（スコットランドの科学者） 

 

輝く知の交差点：球陽高校と京都府の桃山高校の県外交流会 

 

球陽高校と桃山高校の生徒１２名が参加した県外交流会が大成功

しました。常見俊直先生の「光の不思議に迫る」講義には、生徒たち

が感動し、新たな知識を得ました。先生の熱意に心打たれ、学びへ

の意欲が高まりました。ポスター交流会では友情が深まり、異なる学

校の仲間たちとの交流が新たな視点をもたらしました。生徒たちの

研究成果を発表し合う中で、刺激し合い、学びの喜びを共有しまし

た。 

大文字山でのフィールドワークは、生徒たちにとって貴重な体験とな

りました。自然に囲まれた中、土壌の放射線を計測し、科学の面白さ

を実感しました。大自然の美と神秘に心躍らせながら、絆を深める

素晴らしい一日となりました。 

引率してくれた名嘉先生と平安先生への感謝の気持ちも生徒たち

から伝えられました。お二人のサポートと励ましにより、交流会は有

意義なものとなりました。次回の交流会への期待が高まり、生徒たち

は学びと絆を大切にして成長していく決意を新たにしました。 

 

知の融合： 

京都大学での講義 

 情熱の共有： 

ポスター交流会と伏見の街案内 

 自然の魅力： 

大文字山でのフィールドワーク 

 

 

 

 

 

 写真  写真 

県外交流会では、京都大学の講

師が光の三原色や色の波長につ

いての興味深い講義を行いまし

た。学生たちは熱心に耳を傾け、科

学と色彩の神秘に感動しました。

講義は学びの扉を開き、生徒たち

の研究に新たな視点を持ち込むき

っかけとなりました。自然と科学が

融合した魅惑の大学での授業に、

参加者全員が感銘をうけました。 

 交流会では、球陽高校と桃山高校

の生徒たちが、各自の研究成果を

ポスターにまとめ、情熱的なディス

カッションが繰り広げられました。

意見を交換し合い、刺激し合う中

で新たなアイデアが芽生え、友情

が深まっていきました。交流会の後

は、伏見の街を共に案内し、地元

の歴史や文化に触れ合う楽しいひ

とときを過ごしました。思い出に残

る交流と学びの時間が、絆をさら

に深めました。 

 最終日は、大文字山でのフィール

ドワークでした。生徒たちが協力

し、土壌の放射線の計測を行いま

した。環境への理解を深める重要

な調査で、自然の不思議を目の当

たりにしました。自然の魅力に溢れ

た山登りは、沖縄では体験できな

いものでした。この経験は、生徒の

成長と学びへの意欲を一層高める

きっかけとなりました。自然への探

求心が深まるとともに、新たな発見

が学びの原動力となりました。 



 

 


